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○ジュン安永氏 

 どうも皆さん、こんにちは。琉球ゴールデンキングスの取締役をやっております安永

淳一です。どうぞよろしくお願いします。 

 何で私がここに立っているかということを、まずお話をしたいと思います。ここにい

らっしゃる皆さんに琉球ゴールデンキングスを応援してほしいとか、琉球ゴールデンキ

ングスの選手になってほしいとか、あるいは今やっている草野球からバスケットプレー

ヤーになってほしいとか、そういう話をしにきたのでは全くありません。自分の体験談

と言ったら偉そうですけれども、自分が来た道をちょっとみんなに私の話を聞いてもら

って、ここは大勢の人がいますけれども、この会場を去るときに、この中の一人でいい

です。一人でいいので、「あっ、何か違うことに気づいたかな」とか「何か新しいこと、

仕事というのに対して思いになったな」というのがあれば、私本当にきょうここに呼ん

でいただいた価値があると思いますので、そういう意味で、みんなリラックスして聞い

ていただきたいと思います。 

 まず、なんで私がここに立てるか。これを言いますと、もちろん琉球キングスが優勝

してくれたおかげです。でも勝ったのは選手であって、私が勝ったわけではありません。

選手を集めたのは私かも知れないけれども、試合をやってくれたのは選手だし、コーチ

だし、でも一番私が違う、何が違うかというと、胸張って、一つだけ言えることがある

んですね。それは何かというと、アメリカのプロスポーツのチームで、日本人として日

本から生まれて、留学生で行って、片言の英語ではじめて、それで球団の裏方、みんな

聞いてもぴんとこないかもわからないですけれども、チームを運営するのは、いろんな

人が必要です。チームのロゴをつくったり、ｗｅｂサイトをつくったり、あるいは広報

の人がいたり、あるいは営業の人がいたり、スポンサーを集めてくる人がいたり、試合

の会場のアナウンスをする人がいれば、会場を掃除する人もいるし、準備する人もいる

し、警備の人もいるし、いろんな人がいます。経理の人もいるし、受付の人もいるし。

そんな中で、日本人として私が行って、英語が最初は全くできない状態なんですけれど

も、その中でアメリカのプロのちゃんとしたチームＮＢＡのマイケル・ジョーダンとか、

コービー・ブライアントと言ったら、名前をちょっとぐらい聞いたことがあるかなとい

う、若い人は多いと思いますけれども、ナショナル・バスケットボール・アソシエーシ

ョン、ＮＢＡのチームで働いていました。それが12年働いていて、何で私がそこまでた

どり着いたかという話だけをちょっとさせていただこうと思います。 

 今から42年前、私は京都に生まれました。それからずっと京都の地元で育ち、市立中

学校に行き、府立高校に行き、みんなが勉強するから一応同じぐらいの勉強時間は勉強

して、みんなが受験するからといって、じゃあ私も受験しよう、親の期待もあるし受験

し、親が大学受けてもいいというから受験しました。もちろん浪人もしました。受験に



うまくいかなくて浪人して、浪人生の間に何をしたかというと、アルバイトとかして欲

しいものを買うために。洋服を買ったりとか、バイクを買ったりとか、何か欲しいもの

が常にあって、そういうものを買うために、常にアルバイトがしたくて、勉強もせずに

浪人生をしていて、また受験が来ました。一緒です、みんなが受験するから、予備校の

お友達、みんな受験するから、私も受験をしてて。何がしたいのか、全くなかったです

ね。そのときの流行が経済学とか経営学がいいんじゃないかと言われて、そっち側に受

験をしてみたり、その後２年目の受験のときは、先生にやはりなりたい。人と話をする

のが大好きだし、今こうやってここに立たせてもらっているのが本当に楽しくてしよう

がないんですけれども、人の前で話を、何か伝えることができたら最高だろうな。先生

みたいな仕事って、夢の仕事だと思って、教育学部を受けたりもしました。もちろん落

ちました。で、どうにかこうにか大学には入ったんですけれども、大学に行っても何を

したかというと、とにかくおしゃれして、何かちょっとでもかわいい彼女を見つけて、

かっこいい車を運転して、おしゃれなレストランに行って、ご飯食べてみたいなことば

かり考えていたら、何が次に必要かというと、お小遣いが必要だと、じゃあアルバイト

しよう、アルバイトしようと、遊ぶためにしかアルバイトをしていなくて、気がついた

ら大学卒業するときが来ていました。就職活動をしなければいけない。まわりの真面目

に頑張っているやつらはどんどん内定もらいます。一流企業とか、いいところいっぱい

もらっていました。でも私は何をしたいのか。卒業できないんですね、実は。英語を全

然勉強していなくて、ほかのものは覚えたら一夜漬けで何でもできたんです。普通のそ

ういう経営学とか数字とか、簡単なところは私は覚えたらできると思ったので、何でも

できたんですけれども、ただ英語だけは覚えきれずに、どうしても授業でついていけず

に、英語がだめだということで卒業できないよということを卒業する年に言われまして。

英語の先生に相談したら、大学では交換留学の制度があるので、私のいた滋賀県とミシ

ガン州が交換留学の制度があるので、ミシガン大学で一夏過ごしたら、卒業に必要な単

位がもらえると。交換留学したらどうかと言われたんですね。これは絶対、うちの母に

言ったら絶対行ってきなさい。お金はお母さんが借りてでもアメリカに連れていってあ

げるからと言ってくれて、大学に申し込みました。そしたら当然のごとく大学には断ら

れて、おまえみたいに成績の悪いやつを、アメリカに連れて行くわけにはいかないと。

言葉もしゃべれないし、アメリカに留学するやつは英文科とか、そういうやつらばかり

なんだよと、おまえなんかだめだ、あきらめなさいと最初言われたんですけれども、大

学もやはりビジネスです。皆さんもこれからビジネスの世界に入っていくと思いますけ

れども、やはり15人留学するといったら、15人分の飛行機を予約をして、15人分のホテ

ルを予約をして、15人分の寮を予約してやるわけですから、その中で１人もし行けない

となった場合に、じゃあだれか代わりに補欠で上げなければいけないということがあっ

て、土壇場でキャンセル、いわゆるドタキャンですね。もう内定が決まっている15人中

の１人ドタキャンが出て、大学側がどうしょうと言ったときに、しようがない成績悪い



けど、安永はお金を払うと言っているから、連れていってやろうかということで、連れ

ていってもらいました。 

 当然、アメリカに行っても私は言葉が全然通じないし。でも１個だけ気づいたことは、

大学生が大学生らしくすごく生きていたというのを見てしまったんですね。私は自分が

大学生をやっていたときは、今もちょっと申しましたとおり、遊ぶためにアルバイトは

していたけれども、じゃあ遊ばなくていいのであれば、アルバイトしないのか。何をす

るんだ、何にも楽しみがないんじゃん。テレビでプロ野球を見るぐらいしか、楽しみが

ないのかなという感じだったんですけれども。アメリカに行ったら、授業をみんなが受

けます。その後、何をしているかというと、廊下とか空いている教室とかに生徒たちが

残って、その授業で聞いた話でわからなかったことを、みんな集まって話をしていたり

とか、自分がノートを書ききれなかったところを、しっかりちゃんと写させてもらった

りとか。あるいは授業の前に、その次の授業でどんな授業があるのか、予習をしたりと

か。必ず宿題をやったりとか、できていないといって、授業でちゃんと準備ができるよ

うなことをやっている人がすごく多いなと気づいたんですね。とても何か真面目に勉強

することを考えているなというのに気づいて、そしたら自分が今まで歩いてきた道が、

高校生のときも、みんなが学校に行くから私も学校に行く。浪人生のときも、みんなが

浪人して受験するから、私も受験する。大学行くから大学行く、じゃあみんなが就職活

動するから、就職活動といったときにひっかかって、でそこで初めて気がついて。みん

ながやるからやるんじゃなくて、自分がやりたいのは何なんだ。やりたいことは結局何

もないじゃん。ただ楽しいことだけを探して歩いていただけ。20年間か21年間だったな

と。すごい反省しました。すごい後悔しました。 

 それからアメリカに一夏行って帰ってきました。帰ってきて、自分どうしよう、就職

活動もできていないしどうしよう。あーあーと思っているときに、テレビを見ると、テ

レビで今から20年前ですけれども、スポーツ経営学という学問がアメリカでは始まって

いて、大学生がいろんなこう草野球、公園の野球場とか、いろんなところのアルバイト

というんですか、いわゆるインターン、職場を体験するというよりは、実際に働くとい

う形でインターンシップというのでやっているというのをテレビでやっていたんです

ね。この人たちは、そういう実体験を積んで、それからプロのスポーツとか、あるいは

ＹＭＣＡだとか、地元の体育協会だとか、そういうところに入っていきますよというテ

レビの番組を見ました。それを見たときに、自分はこれだと。今まで勉強したいと思っ

たことはなかったし、自分から何もしたいと思ったことがなかったけれども。スポーツ

大好きだし、スポーツ経営学なら、もっと楽しいんじゃないかな。それだったらやる気

が出ると思って、しようがないですけれども、親に言ったら、私一人っ子なんですね。

親は本当に私を甘やかしてくれたので、授業料出してあげるから行ってきなさいと。行

ける間に行ったほうがいいと言ってくれたので、親のすねをかじって、インディアナ州

に留学しました。行ったら行ったで、また大変でして、最初言葉が全然できないから、



大学も入れないから、大学の附属の語学学校に１年間行って、英語の検定試験を受け続

けて、何も楽しいことがないというぐらい、ずっと英語を勉強してて、そのときに毎日

思ったのは、何でおれ勉強しなかったんだろう。中学校で３年間、高校で３年間、大学

も英語の授業があったのに、何で勉強してなかったんだろうと。あのとき勉強していた

ら、こんなところに来なかったのに、すごい後悔。自分の人生20年間ずっと後悔、後悔、

後悔ってきたんですけれども、その分、やりたいことがスポーツ経営学って、もしかし

たらと思っているので、大学に入れたら何か変わるだろうと。頑張って英語を勉強した

ら、英語の成績が伸びて、あっという間に伸びて、大学に入れました。 

 入ったはいいんですけれども、私は24歳、隣に座っている人は大学１年生ですから18

歳、６歳違うわけです、隣の人と。私の話、私も全然英語がわからないから、ちんぷん

かんぷんで聞いていて、大きなラジカセを机の上に置いて、先生が英語で話をしている

のをずっと録音して、授業が終わってからもそれを何度も何度も聞いて、わからないと

ころは通りがかりの人にこれ何と言っているの。と紙に書いてもらって、勉強について

いったぐらいなんですけれども。そんな私に対して、やはり18歳の６歳の下の人たちは

みんなばかにするんですね。言葉ができないだけで。クラスでみんなで集まって何かし

ましょうといっても、３人組つくりなさいといっても、いつもぽつんと１人になって。

というのが、私が行った先が、外国人特に有色人種が少ない、アメリカの中西部のイン

ディアナというところでもあったんですけれども。「あなた日本人ね」と言われて「は

い、そうです」「触っていい」と肩を触られて、生まれて初めて日本人触りました。そ

ういうクラスメイトがいっぱいいて。私もそれがあったから最初はくじけそうになって、

一人ぼっちになったけれども、でもそうだったらこの先何もないというのがよくわかっ

たので、じゃあもういいよと。自分は見た目も違うし、言葉も下手だし、でも下手は下

手で認めて、何とかみんなと一緒に同じ目標でちゃんとクラスについていって、大学卒

業したいと。みんなでグループワークをするというときにも、仲間はずれにされなくて、

逆にリーダーシップがとれるようになるにはどうしたらいいだろうと。努力しかないん

ですよね。 

 じゃあ自分は何を努力するかというと、もちろん一緒に勉強していることも努力です

けれども、人と話とき、クラスメイトと話すとき、先生と話すとき、それがやはりすご

い努力が必要だなというのがわかりました。日本だったら、多分ここでみんな手を挙げ

て言ったら、手を挙げる人は絶対いないです。このあと質問ありますか、だれか質問あ

る人といってもだれも挙げないんです。最初の３分間ぐらい。でもアメリカだったら、

手を挙げてと言ったら、みんな手を挙げます。何で挙げるかというと、失敗をおそれな

い、ばかなことを言っても笑われても関係ない、自分がいいたいことを先に言うのが先

だと。自分をアピールすることが先だと。私はそれ、本当に学びました。最初は自分が

失敗するのをおそれて、変なことを言うのが怖くて発言できなかったりとか、こうだな、

違うなと思っていても、言いたいことも言えなかったけれども、でもやはりみんなの行



動を見ていると、そんなことでうじうじしていたら、いつまでもおくれていくだけで、

自分が先頭に立つことはできない。そう思って、大学ずっと進みました。 

 ４年生になったときに、スポーツの分野の中で、社会に出てインターンシップという

のをやらないと、卒業できないということになったので、大学の授業の一環にあったん

ですね。大学は大学で親切かというと、超不親切で、どこに行きなさい。どこに応募し

たら受かるよという話も全くなく。自分で勝手にやりなさいの世界です。今だったらイ

ンターネットがあるからいろいろ探せたかもわからないけれども、私が大学生のときは、

インターネットそこまでよくなかったので、探しようもないし、どうやって探したらい

いんだろう。わからない、路頭に迷う前に、じゃあしようがない、大リーグ、メジャー

リーグ30チームあります。ＮＢＡのバスケットボール、当時27チームあります。アメフ

トのチームがあります。マイナーリーグの野球のチームがあります。アイスホッケーの

チームがあります。全部のチームに手紙を送りました。だれに送っていいのかもわから

ないです。だれも何も教えてくれないし、就職の仕方も知らないし、やったのが全部の

チームの人事部と一応書いて、あるのかないのかわからないですけれども、その人に書

いて、「私は日本から来た留学生ですと。日本とアメリカのスポーツを通じた国際的な

友好に役立ちたい、貢献したいと思っています。今スポーツ経営学を勉強しています。

あなたのチームに私を入れてくれたら、私はもっと頑張るので、ぜひインターンとして

雇ってくださいと。」インターンとして雇ってくださいと、どういうことかというと、

もちろん私は、授業料を大学に払って、それで大学が、私がインターンシップを終わっ

たときに、はいよくできましたねということで、５単位とか６単位、10単位とかもらえ

るんですけれども、じゃあ雇っている側はどうなるかというと、もちろんちゃんと生徒

にものを教える必要はあるんですけれども、それ以外、給料とか、特にスポーツの中で

はないんですね。無料で半年間、３カ月とか、１年間経験するので、私もインターンシ

ップに申し込んだんですけれども、そういうところってやはりすごい人気で、それこそ

10人雇うところに、10人のインターンのところに500人集まるとか、それも説明会があ

るわけでもなく、10人があったら、10人その会社のコネの人で何かで集まってしまうと

か。私なんか、本当に一番下の下の下の扱いになってしまったんですね。どうしようも

ない、こんなときにインターンシップ200通手紙を書いて、書くのは簡単ですけれども、

１個ずつ切手を貼ったらすごいお金になるんですね。 

 当時、自分が留学生やっていて、そのときは真面目に生きようと思ったので、余計な

ことも何もしないし、勉強以外何もしない。ただ勉強って何かというとスポーツが勉強

なんで、大好きなことなんで、スポーツの番組は見る、スポーツニュースは見る、スポ

ーツ新聞は読む、世の中どうなっているのか、スポーツの中ではとにかく知りたいと思

ってやっていたんですけれども、お金もかかるし、ようやく200通送った中から10通ぐ

らい、面接をしてもいいよ。話を聞いてもいいよ、ぐらいの手紙が来ました。残りの190

通は、ミスター安永、あなたの履歴書はとてもすばらしいです。とても明るくてすばら



しいビジョンを持った青年です。もし我々の会社の中でまただれかを雇用する機会があ

ったら検討しますので、あなたの履歴書はお預かりいたしております。190通そんな内

容で。190通その後、何か雇用が来たかと、全く来てないですね。実際に来た10通の中

で、面接してあげてもいいよぐらいのすごい高飛車なやつが来て、それを自分から片言

で電話をして、片言っていっても大学生レベルの英語ですけれども、電話をして、よう

やく面接をしました。当時、シカゴ・ブルズに子供なんかみんな知っていると思います

けど、マイケル・ジョーダンという選手がいて、すごい人気があって、シカゴ・ブルズ

に入れるのって、ほかのクラスメイトからうらやましがられたんですけれども、そのと

きにニュージャージー・ネッツって、今みんな名前いってもぴんとこないようなチーム

なんですけれども、ニュージャージー・ネッツというチームがニューヨーク・マンハッ

タン島、この前、飛行機が不時着で川にどーんと着水したというのは、多分ニースで見

た人いると思うんですけれども、そのあたりですね。ニューヨークのマンハッタンのす

ぐ目の前にあるニュージャージー・ネッツというチームからも面接をしたいと言ってく

れました。そこまで行くのに、でも面接したいと言われても私が住んでいるところがイ

ンディアナなので車で通ったら、片道20時間、絶対無理ですよね。飛行機に乗るしかな

いけど、飛行機に乗るといっても飛行機の切符は高いし、往復でやはり６万円、７万円

とかかるし、本当にこれ自腹切って飛行機の切符を買って、面接に行くべきなんだろう

か。それともマイケル・ジョーダンがいるシカゴ・ブルズで働くべきなんだろうかと迷

ったんですけれども、マイケル・ジョーダンがいるところは、やる内容が要は選手たち

の世話ということでいいように書いてあるんですけれども、選手の使ったあとのコート

のモップがけだとか、いわゆるボールボーイ的な仕事をいっていました。 

 ニュージャージー・ネッツのほうは何を言っていたかというと、当時、日本の経済が

すごくよかったので、日本企業というのがニューヨーク、アメリカにすごくいっぱい進

出していたんですね。すごく元気がいいので、日系企業をスポンサーにつけて、あわよ

くば何とかセンター、例えば沖縄、ヒューストンにはできたんですけれども、トヨタが

お金を出してトヨタセンターとか、広島だったらマツダ野球ベースボールスタジアムと

か、ヤフーＢＢドームとか、いろいろそういうあるやつで、どうしてもトヨタに話をし

たかったみたいなんですけれども、営業がうまくいかない、何でうまくいかないのかと

いうと、ニュージャージー・ネッツの営業の人たちが考えたら、インド系のアメリカ人

の人が、そのニュージャージーにあるインドの会社にチケットを売りに行って、「買っ

てください、スポンサーになってください」と言ったら、すぐまとまったんですね。や

はりインド人の人がインド人のところに行ったから、話がまとまったんだというふうに

判断をしたので。じゃあ日本の企業にだれかを送り込むのであれば、やはり日本人であ

るべきだよねというところを、当時の経営者たちが思ってくれて。見習いでもいいから、

こいつ入れたらおもしろいんじゃない。という考えで、面接をしてくれました。話を聞

いたら、やはり日本のことを少し考えているなというのに気づいたので、そのまま「じ



ゃあ、お世話になります」ということで、ニュージャージー・ネッツで３カ月間、イン

ターン、見習いをします。給料がない無償で。 

 1995年アメリカ、インディアナからニュージャージー・ネッツにインターンとして入

りました。当時もそういうプロのスポーツに留学生でインターンとして入るというのも、

ごくごくまれで。今は結構ふえているんですけれども、ごくごくまれな時代で。そこに

行ったら、今度はまたびっくりしたのが、「この部屋に入りなさい」と入って、何か説

明会があるんだろうなと。インターンがほかに19人、全部あわせて20人いるので、いろ

んなことを説明してくれるんだろうな。いろんなこういう規定でこういうことで、あな

たはこういう仕事が与えられて、こういうことを期待されてとか。何かいっぱい言って

もらえるんだろうと思ったら、何にもないんですね。何も言ってもらえないし、ただ単

に「はーい、じゃあみんな名前言って」「じゃあみんな適当にいろんな部署の手伝いを

しなさい」と一応、分け与えられるんですけれども。私が思っていたのと、全く違うん

ですね。あくまでも自分から何かしないと、またこれできないものだと。例えば、アメ

リカの就職活動もそうだと思うし、今ここで沖縄県がやっている就職活動のこういう一

環というのは、すばらしいことだと思うんですね。 

 アメリカで大学生をやっていたときに、じゃあ４年生になったからといって就職説明

会あるか、企業説明会あるかというと、ないんです。本当にないんです。じゃあ大学の

中でそういう求人のことだとか、キャリアについて、将来について話すところがあるか

というと、あるけど、全然規模が大きくないし、真剣じゃないし。だからアメリカはも

っと雇用率が高いんだと、納得はできるんですけれども。私が思っていたのは、自分が

与えてもらえると思ったら、全く何も与えてもらえない状況がある。何かしなければい

けないけれども、何をしていいのかわからないし。英語ができていたのは大学生として

英語はできていたけれども、社会人としての英語は全く身についていなかったので、い

わゆるビジネス英語というんですか、全くだめなんですよね。だからみんなが言ってい

るのはわかるけれども、自分から会話に入るということもできないし、ああどうしよう

と思っているときに、一人先輩の３年先輩の社員の人が、私に声をかけてくれて、「日

本食大好きなんだ」「お寿司大好きなんだ」「どこがおいしいんだ」と言うから、あそこ

かなと一応レストランを教えてあげて、そこからその人と会話ができるようになって、

その人の話を聞くと、その人も同じようにインターンシップをしましたと。それで会社

に認められて、会社に人が必要になったときに初めて声がかかったと。日本みたいに季

節がぴしっぴしっとあって、４月１日から入社式があって、新入社員がスタートします。

あるいは企業説明会が何月から何月ぐらいにあります、面接がいつごろありますという

のが、全くアメリカはなくて、ばらばらなので、というのが大学卒業できる時期も12

月、５月、９月といろいろと３回に分かれているので、やはり日本みたいに１年でびし

っときれいにならないので、分かれているというのがあって。本当に自分から聞かない

とわからないような状況にあって、たまたまその先輩の話を聞くと。自分がインターン



だったと、それで雇ってもらって、正社員になって、営業マンとして活躍していると。

「どうしたら営業マンになれるの」と私が聞いたら「正社員になりたいのか」と言われ

たんですね。「もちろんなりたい」「せっかくアメリカまで来て、大学出て、自分がおも

しろいなと思うスポーツの分野に入れて、ＮＢＡという世界最高のバスケットボールの

リーグの中のひとつのチームに入れたのだから、このまま正社員として、いつまでも働

き続けて、アメリカにいたい」と、こう言ったんですね。そしたら「おまえがやってい

ることでは、絶対に入れないよ」と「何で」と聞いたら。「おまえみんなと一緒じゃん」

みんなが来る時間に会社に来て、みんなと同じにようにずっと待っていて、何か言って

声かけてもらったら、その仕事だけをやって、終わったらまた待ってて、時間になった

ら帰って。「それでは全然、おまえ目立たないよ」と。毎回20人のインターンが春に20

人、秋に20人、冬に20人、年間60人入ってきます。その中で就職ができる人間が何人い

るかというと、わからないです。毎年何人と決まって雇っているわけでもないけど、で

も人は動き続けているので、常にどこかの部署で人は空く。 

 私が気づいたのが、そこでも一緒で、自分から手を挙げないといけない。自分から何

かをしないといけない。でも今度はもっと難しい、大学の授業ならまだ自分がお金を払

って、自分が言い方は悪いですけれども、お客さんだったけれども、今度はお客さんじ

ゃないし、相手から声をかけてくれるのを待っているようでは、全然だめだしというの

で、じゃあ何をしようかと決めたのが、朝とりあえず、会社に一番に来ようと。当然見

習いですから、会社のカギとか持たせてもらえないので、駐車場で朝を待って、一番に

来る人が朝６時40分ぐらいに来ます。その人と一緒に会社に入るんですけれども、その

人が来る前に、会社の大きな駐車場の落ちている空き缶だとか、ごみ袋とか、何かそう

いうのを全部拾って、ごみを集めて、そのごみを持って会社に入って、中に入ったら、

今度は会社で散らかっている何かコピーの部屋のコピーがちょっとでもぐじゃぐじゃ

になっていたら、きれいに積み上げたりとか、花びらが落ちていたら花びらを拾うとか。

みんながこうやるところを、もちろん会社には清掃業者が入っていて、掃除をする人が

いるんですけれども、それとは別に自分が見て、ここはこうなっていたらいいよな、こ

この階段のステップがこんなに離れていなくて、もっと近かったら落ちないのになとか、

いろんなことに気づくことが出てくると思うんですね。それを自分なりにできるだけや

ろうと。そこからやり続けていると、みんなやはり見てくれるんです。「何であいつだ

けこんなことをしているんだ」と思うんですけれども。 

 そしたらある日、チャンスがきて、「日本の企業に営業に行くけど、ついてくるか」

と言われて、もちろん「ついて行かせてください」ということで、アメリカ人のばりば

りのセールスマンと一緒についていきました。行ったら、社長も副社長も日本人で、そ

こから下の部長クラスはみんなアメリカ人だったので、私は日本語でぺらぺらしゃべれ

るんですね。でも話すことと言ったら、「自分がこうやってこうやって来て、大学生で

来て、今は就職探していて、この先どうなるかわからないんですけれども、とにかく何



かあったら助けてください」という話をしたら、「わかったじゃあ協力できることは協

力してあげよう」といって、そのときにニュージャージー・ネッツのスポンサーになっ

てくださって、そんな話を会社に持ち帰ったら、社長大喜びで、「ほらみろ、日本人で

いいのが来たじゃないか」ということで、私は雇ってもらうという話になったんですけ

れども。そこから営業という形で、常に動き回りました。 

 一番わかったのが、会社の中、琉球キングスの会社というのは、社員の数は本当に少

ないんですけれども、そういうプロのアメリカのチームとかでも、そんなに多くはない。

私の最初にいた 

ニュージャージー・ネッツというところは60人ぐらいの社員で、そのうち営業が半分以

上です。セールスする人が半分以上。ということはどの仕事に就きやすいかとみんなに

教えてもらったのは、セールスしかないよ。いくら私が広報になりたいから、いくら私

がクリエーティブのデザイナーになりたいから、ポスターをつくりたいからといっても、

そんなことはいきなりできるものじゃないよと。とにかく入るのが大事だよと言われて。

私自身もそんなに営業、営業。何がしたいというのはなかったんですね。でもせっかく

来たんだし、せっかくプロのチームにここまで来たんだし、何とかして給料をもらって、

何とかして生活続けたい。それが一心でやりました。 

 今度はセールスで働きはじめると、やはりおもしろいように、こっちからお話をする

と、みんなが助けてくださるというのが本当にわかって、自分はまだそのとき二十六、

七歳ですからまだ若いです。お話をする会社の偉いさんというのは、やはり40代、50

代、60代の大先輩たちで、自分はこうやって日本から来ていますと。営業やっています。

ぜひチケット買ってください。買ってもらわないと、私生きていけないし、このままだ

ったら日本に帰らないといけないしと話をすると、やはり先輩の皆さん助けてくださる

んですね。マイケル・ジョーダンの試合だけでも、チケット買ってあげるよとか。ある

いは当時、野茂がばりばりよかったころで「野茂の試合ないの」「野茂はドジャースな

ので違います」と「うちは野球じゃなくて、バスケットボールなんで」と言うんですけ

れども、それだけでもギブアップせずに、じゃあ会社に話を持ち帰って、野茂がニュー

ヨークメッツに試合に来たときに、投げます。いついつの日なので、お願いだから営業

部でこれだけのチケット60枚買ってくださいと。そのかわり買ってもらったものを自分

で何とかそれをエサにして、営業に行って、自分たちのニュージャージー・ネッツのチ

ケットを売ってきますからという話をしたり、いいよやってみろよということで、60

枚持たしてもらって、それをエサにどんどん営業したら、やはり野茂のチケットもある

ので「買ってください」という話をしたら、日本人の方、皆さん買っていただくとか。

いろんなことをそこから始めました。日本的なこともあるけれども、自分で見よう見ま

ねもあるし、自分で思ったことというのをどんどんやれば、結果さえ出れば、会社とい

うのは認めてくれるんだというのが本当にわかって、営業から今度はオペレーションと

いうほうに変るんですけれども、オペレーションというのが一言で言うと日本的には総



務なんですけれども、何でも屋さんなんですね。営業する以外の仕事のセールスとノン

セールスという言葉に分かれんですけれども、ノンセールスの部分でオペレーションの

仕事をやらないかというふうに今度は話が来ました。それが何でかというと、1996年に

ニュージャージー・ネッツを東京ドームに連れてきて、試合をやったらどうなるかと。

考えろと社長に言われたので、「やったらもうかります」「こういうインパクトがありま

す」「こういうふうにいいことがいっぱいあります」ということを説明し続けて、そし

たら「わかった」「行こう」ということで大成功に終わったんですけれども、そして日

本からアメリカに戻ってくると、社長が言ったのが「おまえ大したセールスマンじゃな

い」「私は24人いるうちの一番じゃん」と「24人いるうちの一番かも知れないけれども、

おまえ、アメリカ中で一番でもないし、ほかのチームのみんなと比べて一番でも何でも

ないよ」と「勘違いするな」と、それよりもおまえは本当に人の世話をするのにむいて

いる。いろんなことに気がきくじゃないかと。だからそれでいろんなことに気配りして、

いいチームをつくる努力をしてくれと。 

 それまで選手たちというのは、契約書で契約を交わして、何月何日からいつまで練習

があります。何時に来なさい、試合はいつあります。本当に機械的に動いていたんです

ね。それをもっと変えようじゃないか。選手に対する待遇というのを、お金とか物じゃ

なくて、もっと環境として変えようと。それがおまえにはできるんじゃないかというこ

とでやらせてもらって、うちのチーム本当に弱かったんですけれども、そこからおもし

ろいことをどんどん取り入れていこうよということで、選手たちが実際に二十二、三歳

の選手が多いんですね。その選手たちが楽しいのは何かといったら、当時はみんなとは

ちょっと世代が違うので伝わらないかもわかりませんけれども、任天堂のファミコンだ

ったんですね。ファミコンがあれば、何でもうれしいみたいな世代だったので。じゃあ

私たち遠征行くときに、遠征行ったホテルには、必ずファミコンをつけましょうと。フ

ァミコンがないホテルには、あらかじめファミコンだけホテルに送っちゃいましょう。

部屋にちゃんと用意させておいて、選手が行ったらファミコンができるようにつくりま

しょう。それだけじゃ足りない。今度始めたのが飛行機。飛行機の中でもやはりそうい

う内装をつくり直して、いろんなことをやるので、中でステーキを焼いて食べさせたり

とか、いろんなことをするんですけれども。ステーキを焼いて食べさせて喜ぶのはやは

り大人だけであって、二十二、三歳の選手が本当にうれしいのは、ステーキでも焼き肉

でも何でもなくて、ファミコンだったんです。じゃあ飛行機の中にファミコンつけてよ

と飛行機会社にかけ合って。ネッツが使う飛行機だけは、ファミコンを10台ですか、つ

けてもらって。ファミコンでずっと遊べる飛行機というのをつくったら、あとほかに29

チーム中あるほかのチームのみんなが、ほかの選手みんなが「ネッツに行ったらファミ

コンできるんだぜ」「おれじゃあ次、フリーエージェントだから、ネッツ行くよ」「ネッ

ツ行くよ」という声がどんどん上がってきて、これはファミコンだけじゃないんですけ

れども、そういう感じで、環境づくり。もっともっと何が必要なのかというのを自分で



考えるようにして進みました。そして選手が集まるようになった、決勝戦にいける年が

2002年と2003年と２回あったんですけれども。そこから今度はずっと下がっていって、

自分のモチベーションもだんだん下がってきて、何で今ここにいるんだろう。本当に自

分が一番やりたいのは優勝だし。でもそこまで来てから気づいたんですけれども、自分

の目標というのが常に変わり続けて。自分の夢も常に変わり続けて。 

 最初は夢はなかったです。遊びたい。その次、アメリカに行く、アメリカに行けた夢。

アメリカに行ったら大学に入りたい、大学に入る夢。じゃあインターンシップ、インタ

ーンシップほしい夢。その後、正社員になる夢。正社員になったら少しでも給料がよく

なって、まともな生活ができる夢。その後、ちょっとチームが強くなる気配がしはじめ

たら、絶対チームを優勝させたいという夢。そこまできたんですけれども、実際チーム

は優勝しそうで優勝しなかったので、２年やってだめだと。本当に自分でだめだと落ち

ていったんですね。そのときにいろいろと日本でもバスケットボールのいろんなムーブ

メントがあって、いろんな動きが出ているというところでＢＪリーグというのがスター

トするという話を聞いて、これは絶対、一、二年で倒れるリーグだろうと思っていたん

ですけれども、３年経っても倒れない。もしかしたらこれはすごいんじゃないかという

ときに、たまたま話を聞いたのが、沖縄でこんなチームができると。そのチームを立ち

上げるという人間も、私がニュージャージーにいたときに、彼が留学生で何回か会いに

来てくれたことがあったので、それで「ＮＢＡのチームの経営を教えてください」「運

営を教えてください」と頭を深々と下げてきてくれたので、「いいよ何でも教えてやる

よ」といって、今のキングスの社長なんですけれども、私がいろいろ偉そうに言ったん

ですね。そしたら「そんなこと全部知っていますよ」と鼻で笑われたんですけれども、

でもそれはやっていることと、自分で聞くことと、人から聞いたことと、本で読んでこ

とと、テレビで見たこと、それが全部一緒にならないと自信にならないから、「いい勉

強になりました」「ありがとうございます」と言って、その後、何をずっとしたかとい

うと、沖縄がこんなにいいところだという話を延々とされて。「沖縄の空が青いとか、

海がきれいだ」とか、そんな話ではないんです。「人がいい、人がやさしい、こういう

文化がある」そういうところに私はすごくほれこんで、これはもしかしたら、いいチー

ムができるんじゃないか。沖縄の人たちが団結心が強いところも皆さんよくわかってい

ると思います。私が言わなくてもいいんですけれども、ユイマールだとか、何だとか、

そういう皆さんが普段から口にされている言葉、沖縄ならではのすばらしいところなん

で。これにスポーツがのれば、必ず爆発するときが来るだろうと思って始めました。 

 １年目、44試合やって10勝34負。断トツの最下位です。もう人には言えないぐらい恥

ずかしいくらい負けました。沖縄で５回しか勝てなかったし、沖縄の試合10回見にきて

も、１勝も見たことないという人もいっぱいお客さんにいました。選手たちがそのとき

に、すごく頑張ってくれたんです。沖縄県、去年の選手５名がアメリカ人で、７名が日

本人、そのうちの５名がウチナーンチュの沖縄県出身の選手です。もちろんみんな選手



たちは地元に帰って、プロの選手になって給料もらえて、バスケを続けることに対して

すごい幸せに思っていて、キングスの一員となりました。これは１年目の話です。 

 でも実際にシーズンがスタートすると、そんなに勝てないんですよね。何でかという

と、ほかのチームは優勝することを目標につくっていて、優勝するためにどうやらない

といけないか、それを３年も４年もやり続けているチームばかりの中にキングスがぽつ

んと入って、キングスといったら、私たちのフロントのほうは立ち上げることに夢を持

っていて、お客さんをいっぱいにすることに夢を持っていて、選手たちもプロになるこ

とを夢に持っていて。だれも勝つことなんて本当に言えるとも思っていなかったし、夢

にもしていなかった。それがあったので、本当に弱いチームだったんですけれども、そ

の分、選手たちが本当に歯をくいしばって、１シーズン目が終わった次の日から練習し

てくれました。個々の練習をしてくれて、個人のスキルももちろん上がったけど、一番

上がったのがチームメイトを生かすというのが、どれだけ大切なのか。チームとして働

くというのがどれだけ大切なのかというのを、痛いほどみんな勉強してくれてわかって

くれて、それでお互いを尊重しあう、相手の足元をすくうんじゃなくて、いいところを

伸ばすように、どうやったらできるんだろうという考えになって、出た結果が今年の２

年目のいきなりの優勝だったんです。みんなびっくりしたと思います。私もびっくりし

ました。そんなチームになったので、じゃあキングス、私もいろんな夢を持ってキング

スにこれて、優勝させるのも夢だけれども、私は日本といえば「キングス」だろうとか。

日本でバスケといったら「沖縄」だろうとか、「キングス」だろうとか。キングス、キ

ングスとみんなに言わせて、みんなにうらやましがられるようなチームをつくるのがや

はり楽しみで。やはり沖縄のみんなにも「やはりキングス楽しいよな」と言ってもらえ

る。でも、その根底に何があるかというと、キングスがなくなったら、私もまた引っ越

ししなければいけない。もうアメリカに帰る気はないし、地元の京都に行く気もないし、

このまま沖縄で働き続けたいと思うと、やはり頑張らないといけないし、そのためにも

やはり今から頑張ろうとしているみんなと同じ気持ちを持って、大事に一日一日を働き

たいと思います。 

 私一個だけ最後に言わせてほしいのは、沖縄に来て２年経つんですけれども、朝起き

るときに、起きるの嫌だなと思ったこと一回もないんです。朝、会社行くときに「会社

行くの嫌だ」「休みだったらいいのにな」と思ったことないです。「早く週末にならない

かな」と思ったことないです。毎朝楽しくてしようがなくて、会社に行くの楽しいし。

仕事するの楽しいし、人に会うのが楽しいし、人と話をするのが楽しいし。楽しくない

なと思ったことがない２年間を今過ごしています。やはりこれは私、今充実しているし、

みんなもこういう日が絶対、いろんな形で来ると思うし、ぜひぜひ自分で本当に何がし

たいんだ。夢の話になると思うんですけれども、そこを小さいものからでいいので、少

しずつ積み上げたり、変えたりしながら進んでほしいと思います。どうもちょっと長々

とありがとうございます。時間ですね。ありがとうございます。 



（拍  手） 

 


